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２
月　

日
、
災
害
発
生
時
の
防

２５

災
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

但
馬
緑
化
協
会
豊
岡
支
部
（
支
部

長　

荒
田
美
好
さ
ん
、
会
員　

事
１０

業
者
）
と
災
害
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
、

市
の
要
請
に
応
じ
て
、
同
支
部
か

ら
倒
木
等
に
伴
う
障
害
物
の
除
去

作
業
等
に
際
し
て
の
建
設
資
機
材

等
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月　

日
、
豊
か
な
自
然
環
境

２２

と
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
型
環
境
旅
行
の
誘
致
を
積
極

的
に
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
た

け
の
ス
タ
イ
ル
」
の
推
進
協
議
会
設

立
総
会
が
、
竹
野
北
前
館
（
竹
野

町
竹
野
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」
は
、

北
前
館
総
支
配
人
や
た
け
の
観
光

協
会
会
長
ら
が
発
起
人
と
な
り
、

町
内
外
の
事
業
者
か
ら
会
員
を
募

り
、
自
然
豊
か
な
竹
野
町
の
魅
力

を
生
か
し
た
体
験
型
旅
行
を
提
案

す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
中
学
・
高
校
生
の
修
学
旅

行
に
狙
い
を
定
め
、
旅
行
客
の
受

付
け
か
ら
宿
泊
先
の
紹
介
、
浜
辺

で
の
塩
作
り
や
ス
ノ
ー
ケ
ル
、
里

山
体
験
、
農
業
体
験
な
ど
の
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
な
ど
を
一
体
的

に
行
い
ま
す
。

　

設
立
総
会
で
は
、
た
け
の
観
光

協
会
会
長
の
岩
井
美
晴
さ
ん
が

「
天
の
時
、
地
の
利
、
今
が
そ
の

時
、
竹
野
の
発
展
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
、

中
貝
市
長
は
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
必
ず
成
功
し
ま
す
。
市
も
全

力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

た
け
の
ス
タ
イ
ル
推
進
協
議
会
が
発
足

体
験
型
環
境
旅
行
誘
致
に
新
戦
略

但
馬
緑
化
協
会
豊
岡
支
部
と
災
害
協
定
締
結

災
害
時
の
応
急
対
応
業
務
に
強
い
味
方

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
２
月
】

　

日
・
第
５
回
東
井
義
雄
賞「
い

１６

の
ち
の
こ
と
ば
」入
賞
作

品
発
表
会
・
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

　

日
・
山
本
か
な
え
経
済
産
業
大

１７

臣
政
務
官
が
、環
境
共
生
・

農
商
工
連
携
促
進
の
た
め

視
察
来
市

　

日
・
但
馬
地
域
政
策
懇
話
会

１９
　

日
・
韓
国
小
・
中
・
高
校
教
師
視

２０

察
研
修
団
来
市

　

日
・
た
け
の
ス
タ
イ
ル
推
進
協

２２

議
会
設
立
総
会

　

日
・
と
よ
お
か
津
居
山
港
か
に

２４

ま
つ
り

　
　

・
但
馬
・
播
磨
広
域
観
光
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

日
・
芝
居
小
屋「
永
楽
館
」こ
け

２５

ら
落
と
し
講
演
記
者
発
表

　
　

・
但
馬
緑
化
協
会
豊
岡
支
部

と
災
害
協
定
締
結

　

日
・（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸

２６

島
湿
地「
野
鳥
観
察
棟
」寄

贈
式

　

日
・
も
の
づ
く
り
講
演
会

２９【
３
月
】

３
日
・
平
成　

年
災
害
復
旧
・
復

１６

興
事
業
竣
工
式

　
　

・
防
災
と
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

８
日
・
こ
う
の
と
り
感
謝
祭

　

日
・
香
住
・
出
石
町
伊
豆
に
コ

１１

ウ
ノ
ト
リ
人
工
巣
塔
設
置

　

日
・
但
東
町
唐
川
に
コ
ウ
ノ
ト

１２

リ
人
工
巣
塔
設
置

　

２
月　

日
、
水
面
に
浮
く
「
野

２６

鳥
観
察
棟
」
が（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ

ウ
の
戸
島
湿
地
に
完
成
し
、
寄
贈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
野
鳥
観
察
棟
は
、
財
団
法

人
宝
く
じ
協
会
の
助
成
を
受
け
た

財
団
法
人
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備

セ
ン
タ
ー
が
建
設
し
ま
し
た
。

　

地
盤
の
緩
い
湿
地
に
野
鳥
観
察

施
設
を
設
け
る
に
あ
た
り
、
日
本

大
学
生
物
資
源
科
学
部
の
糸
長
浩

司
教
授
に
協
力
い
た
だ
き
、
湿
地

水
面
に
浮
く
野
鳥
観
察
棟
を
実
現
。

こ
れ
に
よ
り
、
水
辺
に
集
ま
る
水

鳥
な
ど
と
同
じ
目
線
で
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
や
野
鳥
を
は
じ
め
と
す
る
生

き
も
の
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
な

▲来賓あいさつをする中貝市長（右）
とたけのスタイル推進協議会会長
の世良純一さん（左）、副会長の岩
井美晴さん（中央）

（
仮
称
）ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地「
野
鳥
観
察
棟
」を
市
へ
寄
贈

生
き
も
の
と
の
共
生
は
同
じ
目
線
で
見
る
こ
と
か
ら

▲野鳥観察棟の観察窓から
湿地を眺める中貝市長

▲水に浮く野鳥観察棟

り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト

整
備
セ
ン
タ
ー
の
前
田
光
雄
理
事

が
「
水
に
浮
く
野
鳥
観
察
棟
を
活

用
し
、
湿
地
や
川
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」

と
話
す
と
、
目
録
を
受
け
取
っ
た

中
貝
市
長
は
「
木
の
香
り
が
す
る

す
て
き
な
建
物
を
寄
贈
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
っ
と
野
鳥

が
観
察
で
き
、
湿
地
の
シ
ン
ボ
ル

に
な
り
ま
す
。
早
く
こ
こ
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
観
察
し
て
み
た
い
」
と

笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。
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３
月　

日
、
日
高
町
知
見
と
養

２３

父
市
八
鹿
町 
馬  
瀬 
を
結
ぶ
一
般
県

ま 

ぜ

道
十
戸
養
父
線「
珍
坂
ト
ン
ネ
ル
」

（
事
業
延
長
２
、７
７
２
メ
ー
ト
ル
、

う
ち
ト
ン
ネ
ル
延
長
１
、５
６
３

メ
ー
ト
ル
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
着
手
し
た
こ
の

１３

事
業
は
、
初
め
豊
岡
市
と
養
父
市

が
市
道
知
見
八
鹿
線
と
し
て
ト
ン

ネ
ル
本
体
お
よ
び
取
り
付
け
道
路

工
事
を
行
い
、
そ
の
後
、
県
が
引

き
継
い
で
県
道
十
戸
養
父
線
の
改

良
事
業
と
し
て
舗
装
な
ど
仕
上
げ

工
事
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

両
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
た
ト

ン
ネ
ル
工
事
で
は
、
民
間
業
者
が

発
注
者（
市
）の
利
益
を
考
え
て
設

計
の
検
討
、
工
程
・
品
質
・
コ
ス

ト
管
理
、
関
係
機
関
の
調
整
な
ど

の
業
務
を
代
行
す
る
Ｃ
Ｍ
（
コ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
方
式
を
全
国
の
自
治
体
で
初

め
て
採
用
し
、
関
係
者
の
耳
目
を

集
め
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
珍
坂
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に

よ
り
、
交
通
不
能
区
間
が
解
消
さ

れ
、
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
避
難

路
お
よ
び
国
道
３
１
２
号
の
代
替

路
線
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、

両
市
の
地
元
地
域
で
は
、
相
互
の

交
流
と
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月　

日
、
県
立
豊
岡
総
合
高

２２

等
学
校
か
ら「
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
」
の
ジ
オ
ラ
マ（
立
体
模

型
）を
、市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ジ
オ
ラ
マ
は
、
県
立
豊
岡

総
合
高
等
学
校
環
境
建
設
工
学
科

建
築
専
攻
の
昨
年
度
の
３
年
生　
１０

人
と
、
今
年
度
の
３
年
生
の
７
人

に
よ
り
２
年
が
か
り
で
作
成
さ
れ

た
も
の
で
、
縦
２
０
０
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
１
３
６
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
高
さ　

セ
ン
チ
メ
ー

４５

ト
ル
の
ア
ク
リ
ル
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

に
入
れ
ら
れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園
区
域
を
約
１
０
０
０
分
の
１

の
縮
尺
で
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
生
徒
を

代
表
し
て
出
崎
智
絵
美
さ
ん
は
、

「
完
成
し
て
う
れ
し
い
で
す
。
一
般

公
開
さ
れ
て
い
な
い
場
所
も
含
め

た
全
体
像
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
、
贈
呈
を
受
け
た
松
島
興
治

郎
館
長
は
「
環
境
学
習
な
ど
に
役

立
て
た
い
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

県
立
豊
岡
総
合
高
等
学
校
か
ら
ジ
オ
ラ
マ「
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」の
寄
贈
を
受
け
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
な
っ
た
気
分
で
ご
覧
く
だ
さ
い
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豊
岡
か
ら
日
本
が
変
わ
る
!?
 

　

元
気
の
出
る
本
を
２
冊
。

　

１
つ
は
、
東
京
大
学
の
保
全
生

態
学
の
教
授
で
あ
る
鷲
谷
い
づ
み

さ
ん
が
編
集
さ
れ
た
「
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
贈
り
物
」
で
す
。
こ
の
本
の

中
で
、
鷲
谷
さ
ん
は
�
環
境
Ｓ
Ｆ
�

と
自
ら
呼
ば
れ
る
物
語
を
書
い
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
　

年
後
の
日
本
の
あ
る
町
の
お

５０
話
で
す
。
豊
岡
で
放
さ
れ
た
コ
ウ

ノ
ト
リ
が　

年
ほ
ど
前
か
ら
各
地

４０

に
移
住
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
そ

の
町
に
は
、
星
が
流
れ
る
日
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
が
や
っ
て
き
ま
す
。
コ

ウ
ノ
ト
リ
に
選
ば
れ
た
の
で
す
。

人
々
は
喜
び
、
自
然
再
生
を
さ
ら

に
進
め
、
今
で
は
常
時
数
十
羽
が

住
む
ほ
ど
に
自
然
が
豊
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、
５
月　
２０

日
は
日
本
の
「
自
然
共
生
社
会
の

日
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。　
５０

年
前
に
豊
岡
で　

年
ぶ
り
に
コ
ウ

４３

ノ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
生
ま
れ
た
そ
の

日
は
、
日
本
の
自
然
共
生
社
会
へ

の
転
換
に
と
っ
て
象
徴
的
な
日
だ

か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　

鷲
谷
さ
ん
の
Ｓ
Ｆ
は
、
豊
岡
か

ら
各
地
に
飛
び
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト

リ
が
地
域
を
変
え
、
日
本
を
変
え

る
、
と
い
う
希
望
に
満
ち
た
シ
ナ

リ
オ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、
日
本
野
鳥
の
会

の
会
長
で
あ
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
も
あ
る

俳
優
の
柳
生　

博
さ
ん
の
「
和
暦

で
暮
ら
そ
う
」
と
い
う
本
で
す
。

そ
の
あ
と
が
き
の
中
で
、
柳
生
さ

ん
は
豊
岡
を
褒
め
称
え
、
豊
岡
の

人
々
の
情
熱
と
意
識
・
教
養
の
高

さ
に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
、
と
書
い

て
お
ら
れ
ま
す
。　
　
　

　

そ
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
も
。

　
「
豊
岡
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
そ
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
遠
か
ら

ず
、
日
本
の
歴
史
が
豊
岡
か
ら
変

わ
り
ま
す
」

　

環
境
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な

り
、
絶
望
感
す
ら
漂
う
中
で
、
豊

岡
の
人
々
の
努
力
が
、
世
の
中
を

勇
気
づ
け
て
い
る
の
で
す
。
こ
り
ゃ
、

も
っ
と
頑
張
ら
な
く
っ
ち
ゃ
。
豊

岡
は
、
５
月　

日
を
「
生
き
も
の

２０

共
生
の
日
」
に
し
ま
す
。

▲県立豊岡総合高校の生徒らと寄贈を受け
たジオラマ

一
般
県
道
十
戸
養
父
線「 
珍  
坂 
ト
ン
ネ
ル
」が
開
通

ち
ん 
ざ
か

日
高
と
八
鹿
を
結
ぶ
新
ア
ク
セ
ス
道
路
に
期
待


